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は
じ
め
に

　

近
世
の
公
家
社
会
に
関
す
る
研
究
は
、「
固
有
の
機
能
を
担
う
複
合
的
な
身
分
集

団
」
と
し
て
集
団
内
部
の
構
造
的
解
明
を
行
っ
た
も
の
や
、
近
世
的
公
家
社
会
の
形

成
と
そ
の
変
容
に
着
目
し
た
も
の
、
近
世
都
市
京
都
と
い
う
視
点
か
ら
、
公
家
の
居

住
形
態
等
に
着
目
し
た
研
究
も
み
ら
れ
る
。
近
年
は
、
こ
の
よ
う
に
近
世
の
公
家
社

会
を
構
造
的
ま
た
は
段
階
的
に
と
ら
え
る
取
り
組
み
が
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
近
世
公
家
の
家
臣
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。
摂

家
で
は
、
新
見
吉
治
氏
が
五
摂
家
全
体
に
つ
い
て
、
中
村
佳
史
氏
が
二
条
家
に
つ
い

て
、石
田
善
明
氏
が
近
衛
家
に
つ
い
て
、松
田
敬
之
氏
が
一
条
家
お
よ
び
宮
家
・
摂
家

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
臣
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

清
華
家
で
は
、
箱
石
大
氏
が
広
幡
家
に
つ
い
て
、
藤
實
久
美
子
氏
が
西
園
寺
家
に

つ
い
て
、拙
稿
が
今
出
川
家
及
び
三
条
家
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
公
家
家
臣
の
分
析
を

行
い
、
階
層
構
成
や
家
内
秩
序
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
大
臣
家
で
は
、

尾
脇
秀
和
氏
が
正
親
町
三
条
家
に
つ
い
て
、
そ
の
他
の
堂
上
で
は
、
西
村
慎
太
郎
氏

が
勧
修
寺
家
に
つ
い
て
、尾
下
成
敏
氏
が
西
洞
院
家
に
つ
い
て
、松
田
敬
之
氏
が
冷
泉

家
に
つ
い
て
、田
中
潤
氏
が
門
跡
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
家
臣
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
近
世
の
摂
家
、
な
か
で
も
一
条
家
の
家
臣
統
制
と
家
内
秩
序
の
問
題

に
着
目
し
、
一
条
兼
香
の
家
臣
統
制
お
よ
び
家
法
の
制
定
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

近
世
公
家
の
家
法
に
関
し
て
は
、
宝
暦
期
成
立
の
三
条
家
、
寛
政
期
成
立
の
今
出
川

家
、
文
化
期
以
降
に
成
立
し
た
広
幡
家
の
事
例
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
世
の
公
家

社
会
の
支
配
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
摂
家
に
つ
い
て
は
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
、
そ

の
点
か
ら
も
さ
ら
に
実
態
の
究
明
を
行
い
た
い
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
主

な
分
析
対
象
と
し
た
史
料
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
兼
香
公
記
」
で
あ
る
。

一
　
一
条
家
「
家
法
」
の
制
定

　

本
稿
の
分
析
対
象
と
す
る
一
条
家
の
家
臣
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
家
臣
団
の
実

像
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
史
料
が
乏
し
い
が
、
近
年
、
松
田
敬
之
氏
が
幕
末
・
維

新
期
の
一
条
家
家
臣
団
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
松
田
氏
は
、
幕
末
期
の
一

条
家
の
家
臣
団
編
成
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、「
下
橋
敬
長
講
演
筆
記
」「
一
条
家
諸

大
夫
伝
外
」
等
の
史
料
を
も
と
に
、
諸
大
夫
・
侍
・
用
人
・
近
習
・
中
小
姓
・
勘
定

方
・
青
侍
ら
が
、
先
祖
か
ら
一
条
家
に
伺
候
し
、
あ
く
ま
で
も
家
臣
で
は
な
く
「
伺

候
」
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
の
理
解
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
中
に
は
天
皇
の
直
臣

と
い
う
意
識
を
強
く
主
張
す
る
者
も
い
た
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
一
条
家
当
主
、
兼
香
（
一
六
九
三
～
一
七
五
一
年
）

は
、
そ
れ
ま
で
の
当
主
、
教
輔
（
一
六
三
三
～
一
七
〇
七
）、
兼
輝
（
一
六
五
二
～
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一
七
〇
五
）
と
は
異
な
り
、
鷹
司
房
輔
の
末
子
に
生
ま
れ
、
兼
輝
の
養
子
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
他
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
こ
と
は
、
一
条
家
の
家
臣
統
制
に
お
い
て

少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
る
。

　

例
え
ば
、
兼
香
が
諸
大
夫
の
一
人
難
波
常
定
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
課
し
て
い
な

か
っ
た
「
霊
前
令
供
膳
之
事
」
を
、
今
後
行
う
よ
う
申
し
付
け
た
と
こ
ろ
、
か
え
っ

て
「
旧
習
」
と
称
し
て
自
ら
の
役
目
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
状
況
が
あ
り
（
享

保
七
年
七
月
十
五
日
条
）、
こ
う
し
た
役
務
を
課
す
こ
と
に
不
平
を
口
に
す
る
家
臣

を
前
に
、
強
い
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
霊
前
令
供
膳
之
事
」
の

内
容
や
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
家
臣
の
意
思
に
沿
わ
な
い
も
の
な
の
か
が
判
然
と
し
な
い

が
、
摂
家
一
条
家
に
お
い
て
は
、
当
主
が
諸
大
夫
に
主
従
関
係
を
行
使
す
る
上
で
、

必
ず
し
も
強
要
で
き
な
い
領
域
の
存
在
が
、
こ
の
よ
う
に
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

少
し
時
期
が
下
る
が
、
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
次
の
一
条
家
の
諸
大
夫
に
つ
い

て
記
し
た
史
料
１
を
、
次
に
引
用
す
る
。

史
料
１
（
享
保
九
年
十
月
十
一
日
条
）

　
　

�

弘
方
来
申
云
、
昨
日
則
信
朝
臣
令
申
内
意
、
彼
者
為
当
家
譜
代
之
故
、
近
江
守

弘
之
宿
弥
ま
だ
可
存
由
緒
、
彼
者
義
不
来
者
、
後
世
譜
代
為
臣
下
之
義
不
可
知

之
故
、
正
月
な
と
節
句
有
用
事
時
節
、
若
使
等
之
儀
有
之
者
可
来
之
事
、
近
江

守
令
申
含
之
処
、
彼
方
も
内
〻
欲
願
申
義
也
、
何
分
ニ
も
宜
令
存
之
旨
也
、
弘

方
儀
、
自
先
年
令
希
之
故
也
、
当
家
難
波
・
入
江
等
之
外
、
当
時
不
足
之
故
、

保
田
氏
孝
忠
・
利
忠
・
盛
福
以
下
中
絶
、予

取
立
押
小
路
師
貫
、一
代
後
為
大
外
記
名
跡
、
先
如
此
令
願
之
故
、
加
思
案
了
、
難
波
家
者

至
定
規
四
代
為
諸
大
夫
、
入
江
家
者
慶
長
比
内
基
公
以
来
為
諸
大
夫
、
堀
川
家

　
　

、

彼
者
雖
為
官
人
、当
家
成
恩
寺
殿
下

　
　
　
　

三
百
有
余
年
為
家
僕
也
、先
例
不
出
表
向
供
奉
、

尋
常
被
加
諸
大
夫
列
云
〻
、
土
佐
一
条
安
波
断
絶
、
当
家
称
本
家
、
諸
大
夫
白

川
・
常
盤
井
以
下
中
絶
、
押
而
入
江
・
難
波
・
保
田
等
家
為
家
称
号
也
、
仍
未

系
図
見
出
云
〻
、
仍
堀
川
家
出
入
之
事
、
如
先
格
可
相
勤
令
願
也
、
是
尋
常
奉

公
不
願
、
只
正
月
節
句
な
と
ニ
諸
大
夫
可
為
無
人
之
時
可
参
、
為
願
努
〻
供
奉

な
と
家
法
之
義
如
当
家
諸
大
夫
不
申
付
事
云
〻
、

　
　

六
位
侍
藤
盛
秀
迄
自
故
祖
母
至
当
代
三
代
也
、
六
位
侍
二
代
云
〻

　

右
の
史
料
１
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
難
波
家
は
定
規
に
至
る
ま
で
一
条
家
四
代
の
諸

大
夫
で
あ
り
、
入
江
家
は
慶
長
期
に
一
条
内
基
以
来
の
諸
大
夫
で
あ
っ
た
。
土
佐
一

条
家
が
断
絶
し
、
諸
大
夫
白
川
・
常
盤
井
家
は
中
絶
と
な
り
、
当
時
、
一
条
家
諸
大

夫
の
保
田
盛
福
が
享
保
元
年
関
東
下
向
中
に
「
乱
心
自
害
」
す
る
と
い
う
事
件
が
あ

り
（
八
月
六
日
条
）、
孝
忠
・
利
忠
・
盛
福
の
三
代
を
も
っ
て
中
絶
し
（
後
に
継
嗣

を
立
て
る
）、
享
保
九
年
当
時
、
難
波
・
入
江
家
の
ほ
か
諸
大
夫
が
い
な
か
っ
た
。

　

ま
た
堀
川
家
は
、
官
人
と
は
言
っ
て
も
「
成
恩
寺
殿
下
」（
一
条
経
嗣
）
以
来
三

百
有
余
年
の
家
臣
で
あ
っ
て
、
当
主
に
供
奉
し
、
通
常
諸
大
夫
列
に
加
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
入
江
則
信
が
兼
香
の
意
向
を
伝
え
た
と
こ
ろ
で
は
、
正
月
な
ど
の

節
句
で
人
手
が
必
要
な
時
、
も
し
使
等
の
こ
と
が
あ
る
時
は
参
る
よ
う
に
申
し
含
め

ら
れ
た
。
堀
川
弘
方
に
と
っ
て
は
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
兼
香
の
勧
め
に
従
う
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
享
保
期
の
一
条
家
の
諸
大
夫
が
入
江
家

と
難
波
家
の
二
家
と
な
っ
た
た
め
、
宮
中
で
の
職
務
遂
行
（「
公
儀
之
事
」）
に
支
障

を
き
た
し
、
近
習
ら
を
臨
時
的
に
諸
大
夫
に
取
り
立
て
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、「
公
家
鑑
」を
用
い
て
近
世
摂
家
の
諸
大
夫
の
人
数
の
変
遷
を
分
析
し
て

み
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
、
大
凡
の
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
表
１
に
よ
れ
ば
、
近
世
前
期
に
は
二
～
四
名
程
度
で
あ
っ
た
が
、
元
禄

期
以
降
に
四
～
七
名
程
度
と
な
り
、
一
条
家
が
近
世
を
通
し
て
三
～
六
名
程
度
で
推

移
し
て
い
る
一
方
、
他
の
摂
家
は
享
保
期
以
降
、
ほ
ぼ
倍
増
し
、
幕
末
期
に
は
他
の

四
家
で
十
名
を
超
え
た
が
、
中
で
も
近
衛
家
で
は
二
十
名
を
超
え
た
（
一
条
家
で
は
、

天
明
期
と
慶
応
期
に
は
諸
大
夫
の
増
加
が
み
ら
れ
る
）。
表
１
に
は
、「
公
家
鑑
」
に

記
載
の
あ
っ
た
一
条
家
諸
大
夫
の
家
名
を
掲
げ
た
が
、そ
こ
で
は
近
世
を
通
じ
て「
入

江
・
難
波
・
保
田
」
と
い
う
譜
代
の
三
家
を
中
心
に
構
成
が
な
さ
れ
、
享
保
期
以
降
、

状
況
に
応
じ
て
臨
時
的
、
ま
た
は
あ
る
程
度
継
続
的
に
、
新
家
取
立
の
者
（
若
松
・

（
20
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）

（
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川
）
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（
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表１　近世摂家の諸大夫数の変遷

元号 西暦 近衛 鷹司 九条 二条 一条 一条家諸大夫
天和元 1681 ４ ２ ４ １ ４ 入江、堀川、保田、難波
貞享３ 1686 ３ ３ ３ ３ ３ 入江、保田、難波
元禄２ 1689 ３ ２ ３ ２ ３ 入江、保田、難波
元禄４ 1691 ３ ２ ３ ２ ３ 入江、保田、難波
元禄13 1700 ５ ５ ６ ４ ４ 入江、保田、難波②
宝永５ 1708 ６ ７ ４ ４ ３ 入江、難波②
正徳２ 1712 ６ ７ ３ ４ ４ 押小路、入江、難波②
正徳５ 1715 ６ ７ ６ ４ ５ 押小路、難波②、入江、保田
正徳６ 1716 ６ ７ ６ ４ ５ 押小路、入江、難波②、保田
享保５ 1720 ８ ７ ６ ６ ５ 押小路、難波②、入江、保田
享保11 1726 ５ ８ ６ ６ ３ 入江②、難波
享保16 1731 ５ ８ ４ ６ ３ 入江②、難波
享保20 1735 ５ ９ ６ ５ ５ 入江、若松、原、保田、白川
寛保３ 1743 ５ ９ ６ ６ ４ 入江、原、保田、白川
延享元 1744 ５ ７ ７ 10 ４ 入江、原、保田、白川
寛延２ 1749 ４ ９ ９ 11 ６ 入江②、源、保田、白川、難波
宝暦元 1751 ６ ４ 10 11 ４ 入江②、保田、難波
宝暦７ 1757 ６ ５ ６ 10 ５ 入江②、保田②、難波
明和８ 1771 ７ ６ 10 ８ ５ 入江、島、難波、保田、岡本
安永３ 1774 ９ ７ 10 ８ ５ 入江、島、難波、保田、岡本
安永６ 1777 ９ ７ 11 ９ ５ 入江、島、難波、保田、岡本
天明７ 1787 ９ ８ ９ ６ ７ 入江、岡本、森沢、入江、難波、若松、保田
寛政６ 1794 ８ ７ 10 ６ ５ 入江②、岡本、難波、保田
享和３ 1803 ６ ８ ９ ４ ６ 入江②、岡本、難波、保田②
文化５ 1808 ８ ８ ９ ５ ６ 岡本、入江②、難波、保田、若松
文化７ 1810 ８ ８ ９ ５ ６ 岡本、入江②、難波、保田、若松
文化８ 1811 ９ ８ 10 ― ６ 岡本、入江②、難波、保田、若松
文化13 1816 ８ 10 11 ４ ５ 岡本、難波、保田、入江、若松
文政２ 1819 ８ ８ 11 ４ ４ 難波、保田、入江、若松
天保３ 1832 10 ９ 11 ８ ６ 難波③、保田②、入江
弘化元 1844 12 ８ ７ ９ ４ 難波②、保田、入江
嘉永３ 1850 13 11 11 10 ４ 保田②、入江、難波
安政元 1854 13 10 11 16 ４ 保田②、入江、難波
安政４ 1857 14 10 11 12 ４ 入江、難波、若松、保田
安政６ 1859 13 ９ 11 15 ５ 入江②、難波、若松、保田
文久３ 1863 11 ７ ９ ９ ４ 保田、入江、森沢、岡本
慶応元 1865 20 ８ 13 ９ 10 入江②、保田、若松、岡本、森沢②、下橋、伊地知、丹下
慶応３ 1867 11 ７ 10 12 ７ 入江②、保田、若松、森沢、岡本、下橋
明治元 1868 ９ ７ 10 11 ６ 入江②、若松、保田、森沢、岡本
※�『近世朝廷人名要覧』をもとに作成。文化８年の二条家は、「落丁」のため記載できない。また、表中の②また
は③は、各諸大夫家において重複した人数（２人または３人）を表す。
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原
・
白
川
・
島
・
岡
本
な
ど
）
が
諸
大
夫
に
登
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
享
保
期
に
限
れ
ば
、
享
保
五
年
「
新
校
正
御
公
家
鑑
」
や
同
十

一
年
「
新
校
正
御
公
家
鑑
」、
同
十
六
年
「
新
校
正
御
公
家
鑑
」
の
記
載
で
は
、
一
条

家
の
諸
大
夫
は
入
江
父
子
と
難
波
家
の
三
者
の
み
が
記
さ
れ
、
同
時
代
の
他
の
摂
家

と
比
べ
る
と
少
な
い
人
数
で
構
成
さ
れ
、
三
家
の
う
ち
の
一
家
の
故
障
は
大
き
な
問

題
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

享
保
四
年
に
三
十
三
歳
を
迎
え
た
一
条
兼
香
（
従
二
位
権
大
納
言
）
は
、
こ
う
し

た
家
政
運
営
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
家
礼
の
中
山
兼
親
（
従
二
位
権
大
納
言
、
三

十
六
歳
）
に
は
何
か
と
相
談
を
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
（
同
年
六
月
六
日
条
）。
諸

大
夫
の
補
充
に
か
か
わ
っ
て
家
礼
の
中
山
兼
親
と
相
談
し
決
定
し
た
こ
と
を
記
し
た

史
料
２
を
次
に
引
用
す
る
。

史
料
２
（
享
保
四
年
六
月
六
日
条
）

　
　

一�

抑
中
山
大
納
言
令
相
談
云
、
下
官
方
当
時
無
人
、
諸
大
夫
可
申
付
無
人
、
而

当
時
雖
候
両
人
相
替
ニ
、
当
番
之
事
、
下
官
用
事
不
申
達
、
仍
謂
家
中
之
事
、

謂
公
儀
之
事
、
皆
下
官
両
方
江
申
達
、
而
其
間
ぬ
け
さ
る
や
う
ニ
申
付
也
、

故
ニ
猶
以
無
人
、
而
保
田
家
ハ
去
享
保
元
年
依
一
乱
今
暫
難
申
付
名
跡
、
然

ハ
雖
非
只
今
、
此
間
依
故
障
常
定
父
子
不
出
仕
之
故
、
則
信
朝
臣
壱
人
也
、

若
於
所
労
者
、
何
と
も
公
儀
あ
ひ
難
成
之
間
、
自
故
殿
勝
手
方
用
事
諸
大
夫

不
勤
之
間
、
今
度
若
松
主
殿
儀
父
右
兵
少
尉
、
故
殿
久
〻
労
有
之
、
而
主
殿

事
、
十
ケ
年
何
無
子
細
令
奉
公
之
間
、
今
度
六
位
侍
申
付
可
然
哉
、
依
右
子

細
令
相
談
、
尤
下
官
内
〻
申
付
候
以
後
可
申
相
談
処
、
若
段
〻
依
申
断
者
難

申
付
之
間
、
若
下
官
依
若
年
如
此
令
申
者
、
先
停
止
了
、
又
無
子
細
ハ
其
元

被
申
聞
候
様
ニ
頼
、

　
　

一
中
山
大
納
言
云
、
此
儀
自
彼
卿
兼
而
可
被
申
由
被
存
幸
之
事
被
申
珍
重
、
猶

　
　
　

勝
手
可
申
渡
之
由
也
、

　
　

一�

下
官
、
然
ハ
今
日
ニ
而
も
猶
宜
有
沙
汰
之
旨
令
之
、
…
…
次
招
主
殿
段
〻
被

申
処
、
度
〻
被
申
理
、
而
中
山
大
納
言
云
、
主
税
助
儀
者
相
役
也
、
而
依
本

官
申
之
、
而
彼
者
補
代
也
、
若
諸
大
夫
不
足
時
者
、
可
有
如
何
旨
被
申
之
、

仍
段
〻
被
申
之
故
ニ
先
申
請
云
〻
、

　
　

一�

中
山
大
納
言
被
出
予
前
、
被
申
渡
趣
被
申
之
、
故
ニ
招
則
信
朝
臣
令
申
兼
國

之
事
、

主

殿
右
衛
門
少
尉
、

従
六
位
上
、

等
召
出
段
〻
労
之
事
令
告
之
、
明
日
勝
手
小
折
紙
相
認
、
中
山

大
納
言
令
相
談
可
申
上
之
由
令
之
、
此
間
中
山
大
納
言
被
出
了
、于
時
高
津
越
後
守
来
、下
官

令
向
日
限
之
事
問
之
、明
日
中
山
大
納
言
可
向
之
由
有
申

沙
汰
云

〻
、　

而
被
出
被
申
云
、
主
殿
之
事
、
再
三
中
山
大
納
言
被
申
之
上
ハ
、
申

畏
奉
之
由
、
而
家
中
可
有
存
入
之
間
、
一
ハ
下
官
為
家
中
也
、
先
若
年
之
事

也
、
一
両
年
相
止
、
其
節
ハ
可
申
御
請
之
由
也
、

　

史
料
２
の
記
述
で
興
味
深
い
の
は
、「
故
殿
」
の
時
以
来
、
諸
大
夫
が
勝
手
方
用

事
を
勤
め
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
条
家
で
は
、
二
代
に
わ
た
っ
て

家
政
運
営
に
課
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
兼
香
は
現
状
の
諸
大
夫
二
人
体

制
で
は
「
家
中
之
事
」「
公
儀
之
事
」
の
両
方
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
難
し
い
状

況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
兼
香
が
自
ら
を
「
若
年
」
と
認
識
し
て
い

た
こ
と
で
、
近
習
の
若
松
盛
秀
を
諸
大
夫
と
し
て
「
六
位
侍
」
と
す
る
こ
と
を
躊
躇

し
、
中
山
に
対
し
て
、
本
人
へ
の
説
得
を
依
頼
し
て
い
た
。
結
局
、
本
人
の
同
意
を

得
、
近
習
の
若
松
盛
秀
を
諸
大
夫
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
史
料
２
の
記
述
の
よ
う

に
、
享
保
期
の
一
条
家
は
、
家
政
を
取
り
仕
切
る
諸
大
夫
の
不
足
に
悩
み
、
か
つ
人

材
の
育
成
と
教
化
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

享
保
七
年
八
月
に
は
、
一
条
家
諸
大
夫
の
入
江
則
信
が
ほ
か
の
家
臣
三
名
と
と
も

に
、
前
年
冬
に
富
く
じ
の
件
で
京
都
町
奉
行
に
吟
味
を
受
け
、
そ
の
後
免
じ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
発
覚
す
る
。
入
江
則
信
は
処
罰
を
免
じ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進

ん
で
禁
裏
付
小
宮
山
昌
方
へ
申
し
出
な
い
こ
と
を
、
武
家
伝
奏
よ
り
指
摘
を
受
け
て

い
る
。
兼
香
は
、
富
く
じ
な
ど
の
賭
け
事
が
一
条
家
「
家
法
」
に
違
犯
し
、
か
つ
武

家
の
法
に
も
背
い
た
こ
と
で
、
処
罰
す
る
必
要
性
を
感
じ
つ
つ
も
、
家
臣
に
対
し
て

減
罪
一
等
と
し
暇
を
与
え
何
方
で
も
勤
め
る
よ
う
申
し
付
け
る
こ
と
と
し
、
御
所
勤

（
22
）

（
兼
親
）

（
一
条
兼
香
）

（
難
波
・
入
江
）

（
難
波
常
定
・
常
規
）

（
入
江
）

（
一
条
兼
輝
）

（
盛
秀
）

（
若
松
盛
貞
）

（
村
田
）

（
村
田
主
税
）

（
一
条
兼
輝
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）
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め
が
仮
に
許
さ
れ
る
と
し
て
も
今
暫
く
は
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
申
し
伝
え
、
少
々
銀

子
を
与
え
て
退
出
さ
せ
て
い
る
（
享
保
七
年
八
月
九
日
条
）。
兼
香
は
、
諸
大
夫
の

不
足
の
ほ
か
、
家
中
全
体
の
不
行
跡
と
啓
蒙
に
も
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

こ
の
事
件
に
前
後
し
、
兼
香
は
「
明
君
家
訓
」
や
「
武
士
訓
」
な
ど
三
冊
を
家
臣

に
与
え
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
が
、
家
臣
が
こ
れ
に
従
わ
ず
、
兼
香
は
半
年
後
に
も

再
び
読
む
よ
う
に
申
し
付
け
て
い
る
。
兼
香
は
、
自
ら
の
日
記
に
「
学
問
き
ら
ひ
ハ

何
以
不
可
教
事
も
無
之
、
可
歎
〻
〻
」
と
記
し
、
家
臣
に
対
す
る
学
問
へ
の
啓
蒙
の

難
し
さ
を
吐
露
し
て
い
る
（
享
保
七
年
七
月
二
十
二
日
）。
そ
の
後
兼
香
は
、
家
中

に
お
い
て
「
小
学
」
の
講
義
を
聞
か
せ
る
こ
と
に
し
た
（
同
七
年
八
月
二
十
日
条
）。

　

で
は
、
こ
こ
で
話
題
と
さ
れ
て
い
る
一
条
家
「
家
法
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
。
一
条
兼
香
の
父
兼
輝
は
、
次
の
史
料
３
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

史
料
３
（
延
宝
七
〈
一
六
七
九
〉
年
二
月
二
日
条
）

　
　

�

今
日
、
慈
母
召
仕
中
﨟
名
狛
、故
孝
忠

朝
臣
女
、　

有
不
義
密
通
千
種
亜
相
奴
僕
之
子
、
此
事
去

冬
依
落
艶
簡
露
顕
、
…
…
仍
今
日
被
下
御
暇
、
追
却
山
城
国
中
并
備
前
国
中
了
、

最
雖
可
被
行
死
刑
、
慈
母
為
重
服
中
之
間
、
被
加
慈
悲
宥
之
、
降
一
等
及
如
此

之
沙
汰
、
…
…
予
召
右
両
人
及
定
長
朝
臣
予
諸
大

夫
也
、
申
渡
之
、
内
匠
頭
利
忠
孝
忠
朝

臣
易
彼

者
定

也
、
止
出
仕
、
可
閉
門
・
籠
居
之
旨
申
含
了
、
亦
故
孝
忠
朝
臣
後
家
予
為
恩
惠

少
〻
遣
米
、
然
而
自
今
以
後
為
勘
当
之
間
召
上
之
了
、
右
旨
申
渡
之
後
、
予
家

法
不
義
事
数
ケ
条
含
喻
諸
大
夫
了
、（
傍
線
は
筆
者
が
付
す
）

　

史
料
３
は
、
兼
香
母
輝
子
（
池
田
光
政
女
）
に
仕
え
た
狛
と
い
う
中
﨟
が
千
種
有

能
の
家
臣
の
子
と
密
通
を
し
た
件
で
、
父
兼
輝
が
中
﨟
の
縁
戚
利
忠
・
孝
忠
を
「
止

出
仕
」「
閉
門
・
籠
居
」
と
し
、
中
﨟
を
「
勘
当
」「
召
上
」
と
す
る
処
分
を
申
し
渡

し
た
件
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
史
料
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
兼
輝

の
時
代
に
は
「
予
家
法
」
＝
一
条
家
「
家
法
」
が
存
在
し
、
数
か
条
に
わ
た
っ
て
「
不

義
」
の
こ
と
に
つ
い
て
諸
大
夫
を
諭
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
兼
輝
が
記

し
た
一
条
家
「
家
法
」
の
内
容
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

享
保
八
年
四
月
四
日
、
兼
香
は
、
諸
大
夫
入
江
則
信
ほ
か
近
習
に
至
る
ま
で
、
格

式
を
守
る
こ
と
、
読
書
・
講
学
の
こ
と
、
酒
を
控
え
る
こ
と
、
番
所
勤
め
に
お
い
て

行
跡
を
正
し
く
す
る
こ
と
、当
主
が
重
ん
じ
る
君
臣
間
の
節
義
は
義
理
を
守
る
こ
と
、

先
代
か
ら
の
家
風
に
従
い
、
理
に
叶
わ
な
い
事
が
あ
っ
て
も
身
分
・
職
分
を
守
る
べ

き
こ
と
な
ど
、
六
か
条
に
わ
た
っ
て
家
臣
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
六
か
条
は
、

「
家
法
」
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
家
臣
の
状
況
に
鑑
み
て
、
臨
時
的
に
簡
潔

な
文
言
で
示
し
、
家
臣
の
不
行
跡
を
禁
じ
、「
家
風
」
の
維
持
を
ね
ら
い
と
し
て
発

せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

享
保
九
年
に
入
る
と
、
兼
香
は
家
臣
編
成
に
か
か
わ
っ
て
一
つ
の
改
革
を
行
っ
て

い
く
。
同
年
三
月
五
日
、
兼
香
は
諸
大
夫
入
江
則
信
を
呼
び
、
勝
手
方
に
か
か
わ
る

役
職
の
設
置
を
考
慮
し
て
い
る
旨
を
伝
え
、
史
料
４
の
よ
う
な
新
た
な
人
事
を
発
表

し
た
。

史
料
４
（
享
保
九
年
三
月
五
日
条
）

　
　
　

�

申
刻
、
於
予
前
令
候
則
信
朝
臣
、

　
　
　

勘
ケ
由
申
渡
云
、

　
　
　

�

進
物
方
請
取
之
事
者
、
此
度
多
門
へ
令
申
付
、
仍
此
役
者
三
人
者
不
入
事
也
、

重
而
可
申
付
事
可
有
之
、
蔵
之
事
者
如
只
今
可
存
知
也
、

　
　
　

�

此
度
申
付
者
当
家
称
用
人
、
諸
事
以
其
意
可
相
勤
也
、
尤
此
以
後
者
可
置
此

役
存
念
之
段
告
之
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
解
由

　
　

一
諸
事
勤
方
只
今
迄
ノ
通
、
相
心
得
可
申
事
、

　
　

一�
御
用
向
万
事
主
税
助
・

右
衛
門
尉
、不
参
之
時
、
口
向
へ
申
付
之
義
、
滞
無
之
様
ニ
可
仕

候
事
、
尤
御
用
筋
在
之
候
ハ
ゝ
、
諸
大

夫
共
へ
直
ニ
可
致
相
談
事
、

　
　

一
万
事
御
用
不
限
奧
御
事
、
不
及
訴
諸
大
夫
共
へ
、
直
ニ
言
上
可
仕
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
門

（
26
）

（
山
科
言
行
女
）

（
保
田
）

（
千
種
有
能
）

（
入
江
則
定
・
楽
人
近
純
）

（
保
田
）

（
27
）

（
入
江
）

（
北
小
路
）
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一
紙
マ
ゝ

御
到
来
物
出
入
諸
事
紙
出
シ
入
可
仕
事
、

　
　
　

尤
右
近
・
勘
ケ
由
可
申
合
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
門
・
靱
負

　
　

一
御
手
廻
り
御
道
具
諸
事
心
ヲ
付
、
不
沙
汰
無
之
様
ニ
可
仕
候
事
、

　
　

一�

御
文
匣
類
外
へ
参
候
節
書
付
置
、帰
候
節
都
合
い
た
し
候
様
ニ
吟
味
可
仕
候
、

尤
何
も
申
合
可
心
付
候
得
共
、
尚
右
之
世
話
い
た
し
可
申
事
、

　

右
の
史
料
４
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
勘
解
由
、
北
小
路
多
門
、
津
幡
靱
負
（
若
松
盛

秀
弟
）
の
三
名
を
登
用
し
、
勘
解
由
に
は
蔵
の
事
を
管
掌
さ
せ
、
高
橋
景
春
（
村
田

主
税
助
）・
若
松
盛
秀
に
代
わ
っ
て
口
向
や
奥
向
の
事
柄
を
担
当
す
る
こ
と
、
多
門

に
は
進
物
方
請
取
を
掌
り
、
進
物
等
の
出
入
れ
を
担
当
す
る
こ
と
、
多
門
と
靱
負
に

は
手
廻
り
道
具
や
文
匣
類
の
管
理
を
担
当
す
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
命
じ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
橋
景
春
と
若
松
盛
秀
に
加
え
、
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
で

勝
手
方
の
機
能
を
補
充
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
享
保
九
年
三
月
六
日
、
兼
香
は
、
次
の
史
料
５
の
よ
う
に
、
一
条
家
の
「
家

法
」
で
あ
る
「
故
殿
御
条
目
」
の
再
確
認
を
行
っ
た
。

史
料
５
（
享
保
九
年
三
月
六
日
条
）

　
　
　

�

去
宝
永
七
年
十
二
月
廿
一
日
者
、
去
天
和
二
年
御
改
、
甚
ふ
る
く
見
苦
文
字

不
分
明
之
故
令
改
之
、
其
節
従
故
殿
御
条
目
、
仍
記
之
、

　
　
　
　
　
　

定　
掛
板
云
、

　
　
　
　

　
　

一�

於
少
事
も
興
〻
を
立
寄
合
、
所
〻
悪
口
・
雑
言
・
人
毀
・
邪
悪
之
事
等
堅
仕

間
敷
事
、

　
　

一�

於
番
所
礼
儀
正
し
く
不
作
法
無
之
様
相
嗜
、
須
臾
之
間
も
臥
寝
不
可
仕
事
、

并
雖
御
留
守
右
之
旨
不
可
懈
怠
事
、

　
　

一�

傍
輩
中
之
交
、
不
礼
・
無
作
法
之
様
無
之
様
相
嗜
、
老
若
上
下
之
差
別
可
相

守
事
、

　
　

一�

博
奕
并
か
る
た
・
双
六
其
外
何
事
に
よ
ら
す
、
料
足
一
銭
に
て
も
か
け
わ
さ

仕
間
敷
事
、

　
　

一�

遊
女
・
比
丘
尼
等
昼
夜
に
不
限
部
屋
〳
〵
へ
呼
入
候
事
可
為
停
止
心
付
、
三

美
線
・
尺
八
以
下
放
埒
之
遊
興
停
止
之
事
、

　
　

一
無
昼
夜
令
他
出
時
者
、
前
方
急
度
御
断
可
申
上
事
、

　
　

一
火
之
用
心
堅
可
相
慎
事
、

　
　

一�

無
昼
夜
部
屋
〳
〵
へ
他
所
之
者
呼
入
候
事
可
為
停
止
、若
無
拠
子
細
有
之
者
、

令
言
上
可
随
御
下
知
事
、

　
　

一
御
供
之
時
待
居
之
間
、
高
声
・
雑
談
不
礼
之
形
儀
堅
可
相
嗜
事
、

　
　
　
　

右
条
〻
於
違
背
者
、
急
度
曲
事
可
被　

仰
付
者
也
、

　
　
　

奏
者
所
下
部
等
其
定
今
日
不
改
、
後
日
可
改
所
存
也
、

　
　
　
　
　
　

定

　
　

一�

親
を
大
切
に
可
重
候
得
者
、
君
に
御
奉
公
を
実
に
つ
く
し
候
筋
に
候
之
条
、

人
〻
相
た
し
な
ミ
可
申
事
、
尤
上
下
傍
輩
之
間
、
右
之
心
得
た
る
へ
き
事
、

　
　

一�

少
事
に
て
も
虚
言
を
か
ま
へ
、
行
迹
み
た
り
か
ま
し
く
無
之
様
ニ
相
た
し
な

み
、
私
忿
私
慾
を
出
し
候
事
堅
仕
間
敷
候
、
尤
少
〻
の
善
に
て
も
交
に
な
ら

ひ
、
過
失
相
あ
ら
た
め
可
申
事
、

　
　

一
何
事
に
よ
ら
す
、
筋
目
を
正
し
明
め
候
て
勝
手
沙
汰
仕
間
敷
事
、

　
　

一�

自
分
に
す
き
こ
の
ま
さ
る
事
を
ゆ
す
り
あ
ひ
、
又
漫
に
報
恩
を
求
め
る
事
、

堅
無
之
様
に
相
た
し
な
ミ
、
自
分
〳
〵
の
職
分
を
守
り
候
て
、
下
よ
り
し
て

は
上
分
の
者
を
犯
し
し
の
く
や
う
な
る
事
無
之
、
自
分
に
か
へ
へ
り
求
候
様

ニ
可
仕
事
、

　
　

一
諸
事
勤
惰
得
失
賞
罰
、
御
裁
許　

上
之
儀
に
候
事
、

　
　
　
　

享
保
八
癸
卯
年
十
一
月
一
日

　

史
料
５
に
よ
れ
ば
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
十
二
月
二
十
一
日
の
「
家
法
」
は
、

も
と
も
と
天
和
二
（
一
六
八
三
）
年
に
改
め
ら
れ
た
が
、
古
く
て
見
苦
し
い
文
字
で

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
、
父
兼
輝
の
代
の
も
の
に
従
い
改
め
て
条
目

（
津
幡
）（

一
条
兼
輝
）
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を
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
前
半
の
「
定
」
が
家
臣
へ
の
「
家
法
」
で
あ
り
、
後
半

の
「
定
」
が
奧
の
女
中
ら
に
出
し
た
も
の
で
、
前
者
に
は
「
掛
板
云
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
板
に
記
し
た
も
の
を
壁
掛
け
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

家
臣
へ
出
さ
れ
た
「
家
法
」
条
目
に
は
、
悪
口
・
雑
言
・
人
毀
、
邪
悪
之
事
等
の

禁
止
、
番
所
に
お
け
る
礼
儀
作
法
、
家
臣
間
の
礼
儀
作
法
お
よ
び
長
幼
・
身
分
遵
守
、

博
奕
や
か
る
た
・
双
六
な
ど
賭
け
事
の
禁
、
遊
女
・
比
丘
尼
等
の
入
室
禁
止
、
三
味

線
・
尺
八
な
ど
放
埒
な
遊
興
の
禁
、
無
断
外
出
の
禁
、
火
の
用
心
、
他
所
の
者
の
入

室
禁
止
、
御
供
の
際
の
行
儀
な
ど
、
九
か
条
に
わ
た
っ
て
の
規
定
を
確
認
し
、
後
日

改
め
る
所
存
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
て
い
る
。
こ
こ
に
賭
け
事
の
規
定
が
「
家
法
」

に
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
女
中
衆
に
対
し
て
は
、
親
へ
の

孝
行
と
主
君
へ
の
奉
公
、
家
臣
の
上
下
の
遵
守
、
不
行
跡
・
私
利
・
私
欲
の
禁
、
正

路
な
行
動
、
職
分
と
身
分
の
遵
守
、
命
令
遵
守
な
ど
、
五
か
条
に
わ
た
っ
て
定
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
兼
香
は
、
享
保
元
年
の
諸
大
夫
保
田
の
自
害
に
端
を
発
し
、
諸
大

夫
の
欠
員
の
た
め
職
務
遂
行
に
支
障
を
来
す
一
方
、
家
臣
の
賭
博
な
ど
不
行
跡
の
問

題
を
抱
え
な
が
ら
、「
明
君
家
訓
」
や
「
武
士
訓
」
を
は
じ
め
小
学
の
講
読
な
ど
の

啓
蒙
に
当
た
っ
た
が
、
功
を
奏
し
な
か
っ
た
。
諸
大
夫
の
増
員
に
関
し
て
は
、
家
礼

の
中
山
兼
親
と
も
相
談
し
、
勝
手
向
に
つ
い
て
は
臨
時
的
に
家
臣
を
取
り
立
て
る
な

ど
し
て
対
応
す
る
措
置
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
家
臣
の
不
行
跡
の
問
題
を
深
刻
な
事

態
と
受
け
と
め
、
兼
香
は
、
享
保
八
年
に
父
兼
輝
の
「
家
法
」
を
用
い
て
規
範
の
再

確
認
を
行
い
、
家
臣
の
綱
紀
粛
正
と
啓
蒙
に
努
め
た
。

二
　
一
条
家
の
家
内
「
騒
動
」
と
諸
大
夫
の
処
罰

　

享
保
九
年
三
月
七
日
、
兼
香
は
家
中
に
倹
約
を
伝
え
る
一
方
、
倹
約
帳
が
未
だ
清

書
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、家
臣
の
高
橋
景
春
・
若
松
盛
秀
ら
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

ま
た
家
中
へ
申
し
渡
す
事
と
し
て
、
ま
ず
暫
く
の
間
、
領
地
へ
も
書
付
を
下
し
、
祈

禱
料
や
東
福
寺
仏
料
遣
物
以
下
の
も
の
を
倹
約
と
す
る
旨
を
若
松
盛
秀
に
伝
え
た
。

　

同
八
日
、高
橋
景
春
が
二
日
前
に
は
香
典
の
件
を
済
ま
し
た
旨
を
伝
え
て
い
た
が
、

十
日
に
な
っ
て
持
参
し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
兼
香
は
当
主
を
欺
く
行
為
だ
と
し
て
憤

慨
す
る
こ
と
と
な
る
。
兼
香
は
入
江
則
信
を
呼
ん
で
次
第
を
伝
え
る
一
方
、
高
橋
景

春
に
対
し
て
主
君
を
欺
い
た
件
で
追
及
し
た
と
こ
ろ
、
本
人
は
否
定
す
る
の
で
あ
っ

た
。
兼
香
は
、
間
違
い
な
ら
二
日
前
に
伝
え
る
べ
き
だ
と
し
、
後
で
報
告
す
る
と
は

「
柔
弱
悪
事
」
だ
と
怒
り
を
露
わ
に
し
た
。

　

兼
香
は
、
前
年
よ
り
高
橋
景
春
・
若
松
盛
秀
両
人
へ
た
び
た
び
言
い
聞
か
せ
、
処

分
を
行
わ
な
い
で
い
た
と
こ
ろ
、理
に
か
な
わ
ず
当
主
を
軽
ん
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

も
し
不
義
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
騒
動
」
に
値
す
る
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
た
。

善
行
を
積
む
よ
う
個
人
的
に
申
し
聞
か
せ
て
も
、
実
際
に
行
動
で
き
な
い
な
ら
ば
不

忠
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
摂
家
と
し
て
の
職
責
も
果
た
せ
な
い
こ
と
を
両
名
に
伝

え
た
。
通
常
、
下
部
一
人
を
仕
え
さ
せ
改
善
さ
せ
る
の
に
二
・
三
年
を
要
す
る
が
、

事
の
次
第
を
当
主
に
上
申
で
き
な
い
こ
と
は
不
忠
の
至
り
だ
と
認
識
す
る
。そ
し
て
、

進
物
帳
を
担
当
す
る
高
橋
景
春
は
、
当
主
を
欺
き
不
誠
実
で
、
こ
の
よ
う
な
事
は
理

に
か
な
わ
ず
、
急
度
、
進
物
帳
を
改
め
る
こ
と
と
し
、
自
己
の
罪
無
き
こ
と
を
主
張

す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
小
学
」
講
読
に
耳
を
傾
け
な
い
事
や
、
ま
し
て
四
書
六
経
を

聞
か
せ
る
の
は
何
ゆ
え
で
あ
る
か
、
何
を
学
ん
で
い
る
の
か
と
、
強
く
そ
の
腹
立
ち

を
自
身
の
日
記
に
記
し
て
い
る
（
享
保
九
年
三
月
十
日
条
）。

　

同
九
年
三
月
十
五
日
、
入
江
則
信
・
若
松
盛
秀
等
が
、
当
時
諸
大
夫
が
無
人
で
、

高
橋
景
春
・
若
松
盛
秀
父
子
だ
け
で
は
事
が
立
ち
ゆ
か
な
い
の
で
、
宿
を
含
め
三
番

勤
務
と
し
、
両
人
不
参
の
時
は
報
告
す
る
よ
う
に
申
し
渡
し
た
。
若
松
盛
貞
は
父
兼

輝
へ
忠
義
を
も
っ
て
仕
え
た
こ
と
か
ら
、
勝
手
方
用
事
も
勤
め
、
使
者
な
ど
は
、
今

の
よ
う
に
、
難
波
定
規
・
入
江
則
明
等
が
繰
り
返
し
勤
め
る
よ
う
申
し
付
け
た
。

　

同
九
年
三
月
十
八
日
、
勘
解
由
に
対
し
て
、
こ
の
た
び
、
器
量
を
考
慮
し
役
義
を

申
し
付
け
、
身
分
の
上
下
に
諸
事
気
を
つ
け
私
心
無
く
心
得
る
こ
と
を
伝
え
、
さ
ら

に
二
点
を
加
え
た
。
一
つ
に
は
、
家
中
何
事
に
つ
い
て
も
尋
問
す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
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ば
召
し
出
し
、
諸
大
夫
は
高
橋
景
春
・
若
松
盛
秀
ら
と
図
っ
て
、
各
々
が
意
見
を
尽

く
し
、
近
習
・
青
侍
・
坊
主
共
や
下
々
へ
申
し
渡
す
時
に
は
立
ち
合
う
事
、
但
し
、

百
姓
ら
へ
申
し
渡
す
時
、
諸
大
夫
が
立
ち
合
え
な
い
場
合
は
、
高
橋
景
春
・
若
松
盛

秀
の
判
断
を
尊
重
し
、
両
人
が
立
ち
会
う
時
は
、
諸
大
夫
は
い
な
く
と
も
勘
定
場
へ

時
々
参
る
事
と
し
た
。
二
つ
目
に
は
、
見
分
の
日
は
、
高
橋
・
若
松
両
人
の
指
図
を

受
け
る
事
、
こ
の
ほ
か
は
何
事
も
遠
慮
無
く
何
方
へ
も
見
分
す
る
べ
き
で
、
領
地
の

作
柄
も
見
分
人
が
同
道
し
て
参
る
時
に
は
そ
の
命
に
従
う
べ
き
事
、
と
し
た
。

　

同
九
年
十
月
十
三
日
、
兼
香
は
、
入
江
則
信
・
入
江
則
明
・
難
波
定
規
ら
諸
大
夫

に
申
し
渡
し
、
入
江
則
信
は
、
当
時
、
諸
大
夫
が
無
人
な
の
で
宿
番
を
免
じ
、
不
参

の
時
の
届
け
出
を
義
務
づ
け
た
。
一
方
、
難
波
定
規
に
は
、
番
の
こ
と
を
入
江
則
明

と
相
談
し
て
勤
仕
す
る
よ
う
に
し
、
日
勤
し
て
宿
刻
限
に
交
替
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
も
し
用
事
が
あ
れ
ば
、
誰
か
に
連
絡
す
る
よ
う
に
と
伝
え
、
入
江
則
信
が
不

参
の
時
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
高
橋
景
春
・
若
松
盛
秀
、
小
姓
共
に
暇
の
事
を
伝

え
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
入
江
則
明
に
伝
え
て
、
難
波
定
規
に
下
宿
替
を
す
る

よ
う
に
指
示
し
、
時
刻
を
違
え
る
こ
と
無
く
弁
え
る
よ
う
に
伝
え
た
。

　

同
九
年
十
一
月
一
日
、
北
小
路
右
近
へ
内
々
、
進
物
方
の
役
義
を
申
し
付
け
、
若

松
盛
秀
・
高
橋
景
春
が
不
参
の
時
に
代
役
と
す
る
こ
と
、
長
屋
を
借
り
祖
母
・
母
等

も
一
緒
に
入
る
よ
う
申
し
渡
し
た
。
同
年
十
一
月
十
六
日
、
兼
香
は
諸
大
夫
ら
が
無

人
の
時
は
、
高
橋
景
春
・
若
松
盛
秀
を
使
い
に
遣
わ
す
こ
と
と
し
、
高
橋
景
春
・
若

松
盛
秀
両
人
が
旧
臣
な
の
で
、
正
月
二
日
の
参
賀
を
許
す
こ
と
と
し
た
。

　

同
九
年
十
二
月
二
十
一
日
、
父
常
定
の
死
去
に
と
も
な
い
難
波
家
を
継
い
だ
定
規

は
、
扶
持
以
下
は
常
定
の
ご
と
く
給
す
る
こ
と
が
申
し
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
礼
の
た

め
出
仕
さ
せ
、
兼
香
か
ら
、
幾
久
し
く
勤
め
る
よ
う
告
げ
ら
れ
た
。
ま
た
北
小
路
右

門
を
一
条
家
に
雇
う
こ
と
に
し
、
御
前
の
事
は
他
言
無
き
様
に
申
し
聞
か
せ
、
誓
詞

を
差
し
出
さ
せ
て
、
翌
晩
か
ら
当
家
の
宿
番
を
申
し
渡
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
九
年
に
は
、
諸
大
夫
の
少
な
い
状
況
に
対
し
て
、
近
習
の
者
か

ら
人
材
を
登
用
し
、
諸
大
夫
の
業
務
の
補
完
の
措
置
を
行
お
う
と
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
同
十
二
年
九
月
二
十
二
日
に
は
、
若
松
盛
秀
（
病
気
再
発
に
よ
り
故
障
）
男
盛

興
を
新
諸
大
夫
に
取
り
立
て
る
こ
と
と
し
た
。
以
降
、
享
保
期
に
は
、
近
世
初
期
か

ら
続
く
旧
家
と
し
て
の
難
波
・
入
江
・
保
田
家
に
加
え
て
、
い
く
つ
か
新
諸
大
夫
と

し
て
取
り
立
て
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
一
覧
に
す
る
と
表
２
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
表
２
は
、
享
保
期
に
お
け
る
難
波
・
保
田
・
入
江
各
家
の
諸
大
夫

の
ほ
か
、
新
規
に
諸
大
夫
に
取
り
立
て
ら
れ
た
家
ご
と
に
、
判
明
し
た
生
没
年
と
継

嗣
ま
た
は
取
り
立
て
の
日
付
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
２
に
は
、「
公
家
鑑
」
を

典
拠
と
し
て
ま
と
め
た
表
１
に
記
載
の
な
い
者
の
名
も
上
が
っ
て
お
り
、
譜
代
の
三

家
の
諸
大
夫
以
外
に
、
臨
時
的
に
諸
大
夫
へ
の
取
り
立
て
を
行
っ
て
、
補
完
を
図
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
、
兼
香
は
、
諸
大
夫
の
入
江
則
明
と
難
波
定
規

を
通
じ
て
、
高
橋
景
春
と
吉
田
右
近
に
対
し
て
、
今
後
、
勝
手
向
を
担
当
す
る
こ
と

を
伝
え
、
奥
向
は
じ
め
家
政
全
体
に
わ
た
っ
て
倹
約
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
を
指
示

し
、
次
の
史
料
６
の
よ
う
に
申
し
渡
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
検
討
課
題

と
し
て
き
た
勝
手
方
の
役
向
き
を
確
定
し
、家
政
運
営
の
改
善
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

史
料
６
（
享
保
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
条
）

　
　
　
　

被　

仰
渡
之
覚

　
　

一�

当
季
御
勝
手
向
之
儀
、
必
死
と
御
手
支
ニ
付
、
段
〻
被
申
上
候
趣
被
聞
召
分

候
、
依
之
向
後
御
勝
向
之
義
、
不
限
奧
口
全
体
両
人
江
御
任
セ
被
遊
候
間
、

然
上
者
、
右
之
以
御
趣
意
拙
者
共
江
茂
無
遠
慮
御
倹
約
之
筋
堅
ク
相
立
、
勿

論
至
末
〻
迄
茂
痛
無
之
様
可
被
相
勤
旨

　
　
　

御
命
候
也
、

　
　
　
　

享
保
十
二
年
十
二
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

入
江
刑
部
大
夫　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

難
波
内
蔵
権
頭　

印

　
　
　
　
　
　

村
田
主
税
助
殿

（
28
）

〔
手
脱
〕

（
則
明
）

（
定
規
）

（
高
橋
景
春
）
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表２　享保期の一条家諸大夫一覧

諸大夫家 諸大夫名１ 諸大夫名２ 諸大夫名３

難波
（藤原）

常定（千秋季明男） 定規（常定男） 定直（定規男）

（寛文12年～享保９年） （元禄12年～延享２年） （享保16年～寛政11年）

元禄10年　正六位下大蔵大丞 正徳４年　正六位下宮内大
丞、享保８年　継嗣

寛保４年　正六位下右衛門大
尉

享保15年12月11日　遠慮、同
16年12月16日　隠居

保田
（藤原）

盛福（佐伯義福男） 忠辰（入江則信男、則明弟、
重千代）　　　　　　　　　

（元禄６年～享保元年　自害） （享保６年～宝暦10年）

享保元年　乱心自害 享保16年２月21日　正六位下
縫殿助、保田家相続

入江
（藤原）

則信（則定男） 則明（則信男、市之助） 則韶（則明男、則有）

（寛文９年～享保12年） （宝永元～宝暦10年、享保16
年　隠居） （元文３年～文化３年）

貞享２年　正六位下縫殿助 享保３年　正六位下治部少
丞、元文５年　従四位下 延享３年　正六位下治部少丞

油小路 兵部丞

若松
（藤原）

盛秀（盛貞男、主殿） 盛興（盛秀男、富之丞）

（天和３年～寛保２年） （正徳４年～　）

享保４年６月６日　諸大夫申
渡し

享保12年９月２日　諸大夫新
家取立

村田
（高橋）

景春（主税）

西市正、民部丞

享保19年12月19日　諸大夫同
格ニ被仰付

原
（橘）

忠真（赤井忠次男） 忠貞（北村峯貞男）

（明暦２年～享保12年） （宝永２年～宝暦７年）

享保４年　為一条家諸大夫候
大乗院御門跡 享保16年　正六位下若狭守

白川
（藤原）

晴常

（元禄13年～　）

享保18年　正六位下淡路守　
新家取立、諸大夫

（藤原）

信有

享保19年12月19日　新家取
立、諸大夫

＊�「兼香公記」、『地下家伝』、「一条家諸大夫家伝外」、「地下官人家伝廿一」、「新校正御公家鑑」をもと
に作成
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吉
田
右
近
殿

　

そ
し
て
同
十
五
年
十
二
月
十
一
日
、
兼
香
は
難
波
定
規
・
入
江
則
明
・
若
松
盛

興
・
高
橋
景
春
・
若
松
盛
秀
ら
諸
大
夫
・
近
習
を
召
し
出
し
、
申
渡
し
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
、
近
年
何
事
も
自
分
勝
手
に
甚
だ
増
長
し
て
慎
ま
ず
、
諸
事
一
同
で
申
し
合

わ
せ
る
べ
き
と
こ
ろ
我
意
に
任
せ
て
指
示
を
行
う
な
ど
の
行
為
に
対
し
て
、
兼
香
自

ら
が
筆
を
と
っ
て
、
史
料
７
の
ご
と
く
難
波
定
規
へ
の
処
罰
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

史
料
７
（
享
保
十
五
年
十
二
月
十
一
日
条
）

　
　
　
　

申
渡
之
覚

　
　

一�

去
ル
夏
勝
手
向
之
儀
ニ
付
、
稲
川
市
右
衛
門
書
付
之
趣
意
不
顧
私
意
、
及
相

談
不
出
来
成
仕
形
、
勿
論
似
于
為
テ
其
筋
不
分
明
甚
愚
蒙
之
事
、
対
当
家
不

届
之
至
候
、
併
彼
ノ
者
他
家
之
為
仕
官
之
間
、
追
而
可
及
了
簡
事
、

　
　

一�

定
規
儀
、
近
年
全
揷
私
意
諸
事
一
分
江
可
引
受
所
意
ニ
相
見
、
旁
不
叶
予
意

年
来
右
之
所
存
依
有
之
、
自
然
ニ
当
夏
之
一
件
ニ
茂
令
組
事
、
甚
不
埒
之
至

候
事
、

　
　

一�

当
時
定
規
儀
為
家
長
、
而
不
埒
之
彼
ノ
者
に
属
シ
及
内
談
候
儀
、
不
応
予
意

不
予
之
至
候
事
、

　
　

一�

当
家
之
風
儀
、
兼
而
家
僕
輩
可
有
覚
悟
之
所
、
其
長
依
不
得
心
以
我
意
紛
敷

事
出
来
、
惣
躰
不
依
一
事
、
平
生
為
長
臣
之
身
、
而
其
已
下
之
不
顧
善
悪
、

一
分
之
任
所
意
不
応
其
任
事
、

　
　

一�

近
年
諸
事
之
仕
形
、
以
我
意
下
知
等
有
之
由
他
所
風
聞
、
出
入
之
事
迄
及
取

沙
汰
候
、
且
内
証
向
江
之
儀
侭
不
相
尋
、
而
其
身
不
相
応
之
儀
共
有
之
、
全

不
慎
之
至
、
甚
当
家
之
掟
ニ
不
叶
不
届
之
事
、

　
　
　
　

�

右
之
条
〻
、
依
不
慎
自
今
日
遠
慮
之
儀
申
渡
候
事
、
併
定
規
仕
形
之
儀
、

深
重
而
可
令
下
知
之
条
、
先
表
向
称
所
労
引
籠
可
令
禁
息
者
也
、
向
来
傍

輩
并
他
所
之
輩
江
於
私
宅
参
会
必
無
用
候
事
、

　
　
　
　
　

戌

　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
一
日
（
以
下
中
略
）

　
　
　
　
　

御
家
僕
之
銘
〻
江
被　

仰
渡
事

　
　

一�

此
度
内
蔵
権
頭
儀
役
柄
ニ
付
、
諸
事
依
不
慎
遠
慮
被　

仰
付
候
畢
、
近
年
御

家
僕
上
下
共
御
倹
約
ニ
事
寄
セ
、
不
届
之
仕
形
共
有
之
由
達
御
聞
候
、
尓
来

上
下
銘
〻
心
を
附
可
相
勤
事
、

　
　

一�

御
役
儀
被　

仰
付
候
銘
〻
、
其
役
柄
を
守
り
相
勤
可
申
候
、
至
末
〻
不
礼
・

不
作
法
等
無
之
様
可
仕
事
、

　
　

一�

此
度
於
内
蔵
権
頭
事
、
他
所
輩
江
堅
沙
汰
之
儀
可
相
慎
候
、
且　

禁
息
中
権

頭
宅
江
上
下
者
共
出
入
之
儀
堅
可
為
遠
慮
事
、

　
　

一�

上
下
共
御
役
懸
り
之
銘
〻
、
向
後
一
分
之
私
意
を
以
相
働
於
無
相
談
者
、　

御
吟
味
之
上
可
有

　
　
　

御
下
知
事
、

　
　

一
上
下
共
御
奉
公
之
筋
、
不
限
昼
夜
大
切
心
得
可
相
勤
事
、

　
　
　
　

右
条
〻
、
此
度
被　

仰
渡
候
間
、
御
家
僕
急
度
可
相
守
者
也
、

　
　
　
　
　

戌

　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
一
日

　
　
　

奧
江
被　

仰
渡
覚

　
　

一�

此
度
内
蔵
権
頭
義
、
諸
事
不
慎
之
義
有
之
、
向
後
遠
慮
被　

仰
付
候
、
依
之
、

母
儀
栄
祢
江
、
尓
今
御
機
嫌
窺
之
義
御
差
留
之
間
、
局
惣
中
ゟ
文
通
往
来
堅

無
用
候
事
、

　
　

一�
向
来
表
之
面
〻
江
、
諸
事
・
雑
談
無
之
様
互
ニ
相
心
得
可
申
事
、
併　

御
幼

少
之
御
方
様
も
被
為
有
候
事
故
、
其
品
相
見
合
窺
候
、
而
御
下
知
次
第
ニ
可

仕
事
、

　
　

一�

惣
医
者
共
祗
候
之
節
茂
奧
・
表
之
者
共
、
互
申
合
他
所
之
取
沙
汰
無
之
様
可

仕
事
、

　
　

一�

唯
今
ニ
而
者
、
別
而
御
幼
少
之
御
方
様
方
被
為
有
候
条
、
不
限
昼
夜
弥
申
合

（
難
波
）

（
難
波
定
規
）
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御
大
切
ニ
可
仕
事
、

　
　

一
局
之
廻
り
、
火
之
用
心
随
分
心
附
可
申
事
、

　
　
　
　

右
之
趣
、
被　

仰
付
候
間
、
各
無
油
断
可
被
相
勤
候
事
、

　
　
　
　
　

戌

　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
一
日

　

兼
香
は
、
史
料
７
の
よ
う
に
、
享
保
十
五
年
夏
に
勝
手
向
の
件
で
、
兼
香
祖
母
の

実
家
で
あ
る
岡
山
藩
（
藩
主
池
田
継
政
）
の
京
都
留
守
居
稲
川
市
右
衛
門
が
何
か
不

正
を
働
き
、
そ
の
こ
と
を
当
主
に
相
談
も
せ
ず
に
、
加
え
て
自
ら
関
与
す
る
な
ど
の

不
届
き
が
あ
り
、
一
条
家
の
家
風
を
弁
え
ず
、
日
頃
か
ら
善
悪
の
分
別
も
な
く
、
近

年
の
所
業
も
我
意
に
任
せ
て
下
知
に
及
び
、
身
分
不
相
応
で
慎
み
無
く
一
条
家
「
掟
」

に
違
背
す
る
な
ど
、
難
波
定
規
の
罪
状
を
五
点
に
わ
た
っ
て
挙
げ
連
ね
、
兼
香
自
ら

が
遠
慮
処
分
を
申
し
渡
し
た
。
処
分
を
申
し
渡
し
た
後
、
入
江
則
明
・
高
橋
景
春
・

吉
田
右
近
・
若
松
盛
秀
等
に
今
一
度
、
書
付
の
内
容
を
確
認
さ
せ
た
。
そ
し
て
高
橋

景
春
に
は
、
先
代
よ
り
一
条
家
の
家
風
を
存
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
老
と
し
て

油
断
無
く
役
柄
を
勤
め
る
こ
と
、
吉
田
右
近
に
は
、
幼
年
よ
り
仕
え
て
い
る
の
で
、

な
お
油
断
無
く
心
得
る
事
、
な
ど
を
申
し
伝
え
た
。

　

そ
し
て
、
高
橋
景
春
・
吉
田
右
近
に
は
、
候
所
に
お
い
て
表
・
奧
に
当
主
の
意
向

を
伝
え
さ
せ
た
。
難
波
定
規
は
、「
役
柄
ニ
付
不
慎
之
儀
共
」
が
あ
っ
た
こ
と
で
遠

慮
に
処
し
た
こ
と
、
難
波
定
規
の
件
に
か
か
わ
り
、
家
臣
に
対
し
、
近
年
家
臣
が
倹

約
に
こ
と
寄
せ
不
正
を
行
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
お
り
、
十
分
に
留
意
し
て
勤

め
る
こ
と
、
役
柄
を
守
り
無
礼
・
無
作
法
無
く
勤
め
る
こ
と
、
難
波
定
規
に
は
接
見

を
行
わ
な
い
こ
と
、
今
後
少
し
も
私
意
を
加
え
ず
当
主
の
命
に
従
う
こ
と
、
奉
公
の

心
得
を
持
ち
昼
夜
無
く
勤
め
る
こ
と
、
な
ど
五
か
条
に
わ
た
っ
て
仰
せ
渡
し
、
奧
へ

は
、
難
波
定
規
母
栄
祢
へ
の
挨
拶
は
差
し
止
め
と
し
文
通
も
無
用
と
す
る
こ
と
、
表

の
家
臣
に
雑
談
を
せ
ぬ
よ
う
互
い
に
心
得
る
こ
と
、
医
者
ら
が
祗
候
し
た
時
も
奧
・

表
の
者
は
申
し
合
せ
他
所
の
話
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
当
時
は
特
に
幼
少
の

子
息
が
い
る
の
で
昼
夜
に
限
ら
ず
大
切
に
す
る
こ
と
、火
の
用
心
を
心
付
け
る
こ
と
、

な
ど
の
五
か
条
を
仰
せ
渡
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
難
波
定
規
の
処
罰
を
機
会
に
、
表
の
家
臣
に
礼
儀
作
法
の
励
行
か

ら
「
私
意
」
無
く
奉
公
に
励
む
こ
と
な
ど
、
家
臣
へ
の
教
え
を
説
く
一
方
、
奧
へ
も

品
性
を
大
切
に
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
令
し
た
。定
規
の
処
罰
に
か
か
わ
り
、

家
臣
の
編
成
替
え
を
行
う
必
要
が
生
じ
る
が
、そ
れ
は
次
の
よ
う
な
変
更
を
行
っ
た
。

同
十
五
年
十
二
月
十
六
日
、
藤
原
盛
興
・
入
江
則
明
・
吉
田
右
近
ら
を
呼
び
、
蔵
の

記
録
や
道
具
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
人
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
若
年
の

者
へ
も
仰
せ
付
け
る
こ
と
、「
奉
公
列
判
之
儀
」（
神
文
誓
詞
）
は
入
江
則
明
が
把
握

す
る
こ
と
な
ど
を
申
し
渡
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
御
用
は
譲
り
合
う
こ
と
無
く
奉

公
に
努
め
、
昼
夜
油
断
無
く
す
べ
て
無
礼
・
無
作
法
等
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
御

前
向
は
す
べ
て
道
具
等
気
を
つ
け
粗
末
に
扱
わ
な
い
こ
と
、
す
べ
て
御
前
向
の
事
を

他
言
し
な
い
こ
と
な
ど
、
三
か
条
を
規
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
入
江
則
明
・
藤
原
盛
興
・
吉
田
右
近
ら
を
召
し
出
し
、
侍
に
対
し
て
、
当

番
の
際
、
常
に
詰
所
を
空
け
る
こ
と
の
無
い
よ
う
勤
め
る
こ
と
、
奏
者
所
日
記
を
書

き
損
じ
た
り
落
字
等
無
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
、
諸
方
か
ら
の
挨
拶
は
間
違
い
な
く

上
申
す
る
こ
と
、
な
ど
を
申
し
渡
し
た
。
加
え
て
、
当
主
不
在
の
時
も
、
詰
所
や
寝

殿
・
殿
上
等
掃
除
を
行
う
こ
と
、
詰
所
が
自
堕
落
と
な
ら
な
い
よ
う
慎
む
こ
と
、
仲

間
衆
が
外
出
中
、
ご
用
に
差
し
支
え
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
な
ど
に
つ
い
て
も

規
定
し
、
申
し
渡
し
た
。

　

同
十
七
年
閏
五
月
三
十
日
、
近
習
に
対
し
て
、
次
の
史
料
８
の
よ
う
な
書
付
を
申

し
渡
し
、
番
所
や
詰
所
に
お
け
る
礼
儀
作
法
、
接
客
の
礼
節
、
室
内
に
お
け
る
穏
当

な
態
度
な
ど
、「
御
家
風
」
の
外
聞
を
改
善
す
る
こ
と
を
三
か
条
に
わ
た
っ
て
規
定

し
た
。

史
料
８
（
享
保
十
七
年
閏
五
月
三
十
日
条
）

　
　
　
　
　

覚

（
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一�
番
所
其
外
何
レ
之
於
詰
所
茂
、
惣
体
不
礼
・
不
作
法
無
之
様
人
〻
相
嗜
、
少

事
ニ
而
も
無
油
断
可
心
附
事
、

　
　

一�

堂
上
・
地
下
ニ
不
限
、
御
客
有
之
時
者
、
事
静
失
礼
不
可
有
之
事
、
并
雖
御

留
主
、
猶
更
万
事
大
切
ニ
可
相
勤
事
、

　
　

一
於
部
屋
〳
〵
猥
ケ
間
敷
稽
古
無
之
、
休
息
之
内
、
事
音
便
ニ
可
有
之
事
、

　
　
　
　

�

右
御
倹
約
之
砌
、
惣
体
之
儀
、
事
不
足
ニ
候
得
共
、
猶
更
御
家
風
於
他
所

悪
敷
取
沙
汰
無
之
様
、
銘
〻
大
切
ニ
心
懸
可
相
勤
之
旨
被　

仰
付
候
也
、

　
　
　
　
　

享
保
十
七
年
閏
五
月
丗
日

　
　

�

又
当
時
予
・
中
納
言
以
下
於
路
頭
礼
節
之
事
、
又
尋
常
取
次
礼
節
之
事
、
此
以

後
武
家
参
上
之
時
ハ
、
奧
江
可
申
入
、
其
節
諸
大
夫
共
歟
近
習
者
、
依
時
宜
可

出
逢
之
事
、
又
別
紙
一
通
有
之
、
且
又
青
侍
輩
只
乍
口
計
令
聞
及
、
仍
取
次
礼

節
頗
有
相
違
、
其
段
無
間
違
様
申
渡
之
、
於
此
一
件
者
、
当
時
〻
〻
可
有
挨
拶

事
云
〻
、

　

同
十
九
年
十
二
月
十
九
日
、
兼
香
は
関
白
と
対
談
し
、
諸
大
夫
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
二
条
家
の
例
を
引
き
、
藤
原
信
有
を
新
家
と
し
て
諸
大
夫
に
取
り
立
て
、

高
橋
景
春
を
任
官
の
措
置
は
と
ら
な
い
が
「
諸
大
夫
同
格
」
と
す
る
こ
と
に
同
意
を

得
て
、
以
後
、
年
始
の
陪
膳
に
布
直
垂
を
着
す
こ
と
、「
勝
手
向
御
用
之
筋
」
は
後

に
仰
せ
付
け
る
こ
と
、
な
ど
を
伝
え
た
。

　

一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
条
家
の
家
臣
統
制
に
と
っ
て
享
保
八
年
ま
た
は
九
年

が
一
つ
の
画
期
と
な
る
が
、
兼
香
は
、
当
主
を
軽
ん
じ
る
家
臣
ら
の
言
動
を
「
騒
乱
」

と
認
識
し
、
強
い
指
導
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
勤
務
形
態
に
手
を
加
え
る
が
、

同
十
五
年
に
は
、
難
波
定
規
を
「
遠
慮
」
処
分
に
す
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
穏
当
な

対
応
で
は
な
く
、
強
い
対
応
策
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
は
、
難
波
定
規
の
処

罰
を
機
に
新
た
な
掟
を
申
し
渡
し
、
家
臣
の
「
家
風
」
の
改
善
を
意
図
し
た
。
そ
の

後
の
兼
香
の
日
記
に
は
、
こ
う
し
た
家
臣
統
制
に
苦
慮
す
る
記
述
は
み
ら
れ
ず
、
概

ね
家
臣
統
制
の
基
盤
づ
く
り
が
整
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
条
道
香
）

お
わ
り
に
―
家
臣
統
制
の
改
革
か
ら
朝
廷
制
度
の
改
革
へ
―

　

一
条
兼
香
は
、
家
臣
に
対
し
て
小
学
講
読
の
啓
蒙
を
試
み
る
ほ
か
、
従
来
か
ら
諸

大
夫
に
課
し
て
い
な
か
っ
た
勝
手
向
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
近
習
を
新
た
に
諸
大
夫

に
取
り
立
て
る
こ
と
で
対
応
し
た
。
そ
し
て
享
保
九
年
、
父
兼
輝
の
制
定
し
た
「
家

法
」
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
運
営
上
必
要
な
措
置
を
随
時
法
度
と
し
て
制
定
し

て
さ
ら
な
る
整
備
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
諸
大
夫
を
筆
頭
に
近
習
ら
の
職
務
意
識

や
行
跡
の
改
善
は
必
ず
し
も
望
め
ず
、
同
十
五
年
諸
大
夫
の
一
人
難
波
定
規
を
「
遠

慮
」
処
分
と
し
、
家
臣
統
制
の
引
き
締
め
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
家
臣
お
よ
び
奧
の

女
中
衆
へ
も
五
か
条
に
わ
た
っ
て
追
加
法
を
発
し
て
家
臣
統
制
に
あ
た
っ
た
ほ
か
、

同
十
七
年
に
は
近
習
に
三
か
条
の
法
度
を
発
し
て「
家
風
」の
秩
序
維
持
に
当
た
っ
た
。

　

兼
香
と
同
様
に
家
臣
統
制
に
苦
慮
し
、
家
法
を
制
定
し
て
統
制
に
意
を
注
い
だ
公

家
が
他
に
も
見
出
せ
る
。
清
華
・
今
出
川
家
で
は
、
誠
季
（
一
七
一
三
～
一
七
四
六

年
）
が
制
定
し
た
も
の
を
も
と
に
、
孫
の
実
種
（
一
七
五
四
～
一
八
〇
一
）
が
加
筆
、

分
類
・
整
理
を
行
い
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
正
月
に
家
法
「
家
内
式
目
」
を
制

定
し
た
。
こ
の
「
家
内
式
目
」
制
定
の
背
景
に
は
家
内
騒
乱
が
あ
り
、
天
明
七
（
一

七
八
七
）
年
、
諸
大
夫
が
職
務
怠
慢
、
奢
侈
を
好
み
、
私
的
な
遺
恨
を
も
っ
て
要
用

を
欠
く
な
ど
の
理
由
で
遠
慮
処
分
と
し
、
寛
政
四
年
に
は
、
諸
大
夫
・
侍
・
近
習
ら

が
徒
党
・
連
判
に
及
び
、
首
謀
者
の
諸
大
夫
を
遠
慮
に
処
し
た
。
今
出
川
家
の
場
合

も
、
七
才
で
他
家
か
ら
継
い
だ
実
種
に
は
、
家
臣
統
制
に
対
す
る
危
機
感
が
募
り
、

家
政
の
秩
序
維
持
に
は
、
家
臣
統
制
の
格
式
を
整
え
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　

今
出
川
家
の
家
内
騒
乱
と
そ
れ
に
対
す
る
家
臣
の
処
罰
や
家
法
の
制
定
の
時
期
が

一
条
家
よ
り
も
半
世
紀
ほ
ど
ず
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
養
子
と
し
て
の
継
嗣
と
諸

大
夫
の
違
乱
と
い
う
同
様
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
一
章
冒
頭
で
言
及
し
た
松
田
氏

の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
幕
末
期
の
諸
大
夫
の
当
主
に
対
す
る
意
識
と
し
て
、
あ
く
ま
で

も
家
臣
で
は
な
く
「
伺
候
」
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
の
理
解
が
抽
出
さ
れ
て
い
る

（
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）
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が
、
一
条
家
当
主
側
か
ら
す
れ
ば
、
学
問
に
よ
る
啓
蒙
や
新
た
な
法
制
を
制
定
す
る

な
ど
の
措
置
を
通
し
て
「
家
風
」
の
改
善
と
と
も
に
家
臣
統
制
の
改
革
を
必
要
と
し

た
。
特
に
、
公
家
の
中
で
も
地
下
の
集
団
を
家
臣
と
し
て
取
り
込
み
、
そ
の
者
た
ち

の
風
儀
の
矯
正
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　

摂
家
や
清
華
家
と
し
て
は
、「
家
風
」
の
存
続
・
維
持
を
い
か
に
図
っ
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
地
下
の
者
た
ち
の
増
長
、
位
階
の
昇
進
を
通
じ
た
身
分
秩

序
の
違
乱
と
い
う
事
態
に
対
し
て
、
い
か
に
身
分
秩
序
を
維
持
し
、
礼
儀
や
秩
序
を

存
続
し
て
い
く
か
、
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
享
保
年
間
に
、
一
条

家
当
主
と
し
て
そ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
ん
だ
兼
香
は
、朝
政
に
携
わ
っ
た
時
に
は
、

朝
廷
の
改
革
、
特
に
官
位
制
度
の
整
備
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
思
え
る
。

　

兼
香
は
、
享
保
十
三
年
に
東
宮
傅
を
兼
務
す
る
こ
と
と
な
り
、
若
宮
の
養
育
に
当

た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
二
十
年
に
若
宮
（
桜
町
天
皇
）
の
即
位
に
と
も

な
い
、
東
宮
傅
を
辞
任
す
る
に
至
る
過
程
は
、
ま
さ
に
一
条
家
の
家
政
運
営
に
難
題

を
抱
え
、
家
臣
の
改
革
に
当
た
っ
て
い
た
時
期
に
当
た
る
。
兼
香
は
、
当
時
の
諸
家

の
服
装
が
目
新
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
日
記
に
「
諸
家
中
、
自

元
禄
・
宝
永
比
有
職
為
委
細
、
然
と
も
只
好
珎
節
時
也
、
当
時
関
白
家
義
、
当
家
流

儀
雖
異
事
、
凡
以
旧
記
加
吟
味
事
也
、
而
公
澄
卿
父
子
被
為
候
、
吟
味
不
遂
終
候
事

も
有
之
、
定
而
此
以
後
品
〻
作
法
・
色
目
等
可
出
事
也
、
当
時
義
自
陽
明
家
被
申
上

事
、
何
事
皆
被
用　

主
上
・
上
皇
共
時
也
、
若
有
存
命
者
、
予
為
当
職
之
時
可
改
正

事
欤
」（
享
保
二
十
年
五
月
二
十
二
日
条
）と
記
し
、近
衛
家
へ
の
対
抗
心
と
と
も
に
、

宝
永
・
元
禄
期
以
降
の
、
諸
家
の
新
規
な
有
職
に
対
し
て
、
自
分
が
関
白
に
な
っ
た

時
の
改
革
へ
の
決
意
を
記
し
て
い
る
。
兼
香
は
、
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
関
白
・

左
大
臣
に
就
任
し
、
天
皇
を
補
佐
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
経
験
が
官
位
制

度
の
改
革
に
結
実
し
、
朝
政
の
中
心
と
な
っ
て
改
革
に
取
り
組
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
改
革
を
通
じ
て
朝
廷
全
体
の
身
分
秩
序
を
立
て
直
し
、摂
家
を
頂
点
と
す
る
、

自
ら
の
権
力
強
化
を
目
指
す
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 （

近
衛
家
久
）

　
（
滋
野
井
）　

（
式
）

（
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橋
本
政
宣
氏
は
、
寛
延
三
（
一
五
七
〇
）
年
の
「
官
位
御
定
」
と
い
う
一
連
の
官

位
制
度
改
革
に
着
目
し
、
そ
の
改
革
の
内
容
と
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
朝
廷
の
官
位

制
度
改
革
の
要
因
に
、
一
条
兼
香
・
道
香
父
子
の
役
割
と
と
も
に
、
中
御
門
天
皇
の

意
志
の
継
承
と
桜
町
天
皇
の
朝
威
高
揚
の
精
神
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
一
方
、
元

文
四
（
一
七
三
九
）
年
、
幕
府
は
武
家
伝
奏
に
命
じ
て
、
僧
位
・
僧
官
や
医
師
・
絵

師
の
官
位
に
つ
い
て
諸
門
跡
に
問
い
合
わ
せ
さ
せ
、
官
位
叙
任
制
度
の
確
認
を
行
わ

せ
た
が
、
高
埜
利
彦
氏
は
こ
の
幕
府
の
官
位
制
度
の
管
理
の
動
き
に
着
目
し
、
そ
の

後
の
朝
廷
内
の
官
位
制
度
改
革
に
連
動
し
た
こ
と
を
見
通
し
て
い
る
。

　

確
か
に
関
白
と
な
っ
た
兼
香
は
、
元
文
三
年
、
将
軍
徳
川
吉
宗
の
伝
言
を
伝
え
に

来
た
所
司
代
土
岐
頼
稔
と
対
談
し
、
幕
府
よ
り
和
歌
や
有
職
・
漢
学
な
ど
で
名
声
あ

る
者
に
学
問
料
を
下
賜
し
た
い
旨
を
伝
え
ら
れ
た
ほ
か
、「
諸
家
風
俗
之
事
是
か
ろ
〳
〵

し
き
躰
無

之
、若
ハ
衣
冠
・
狩
衣

着
用
徘
徊
之
事
、　

」「
神
階
之
事
」「
十
七
ケ
条
之
事
是
十
七
ケ
条
ニ
只
今
有

相
違
不
審
之
義
也
、　

」
な
ど
の
点
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
（
元
文
三
年
十
月
十
九
日
条
）。
こ
の
よ
う
に
、

公
家
の
風
俗
や
禁
中
法
度
の
条
文
に
か
か
わ
る
課
題
に
対
し
て
、
所
司
代
と
関
白
と

が
互
い
に
意
見
交
換
し
、
朝
廷
統
制
の
維
持
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

兼
香
は
、
朝
廷
内
で
の
実
権
を
に
ぎ
る
と
、
こ
の
路
線
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
、
寛

延
期
に
は
朝
廷
制
度
、
特
に
官
位
制
度
の
改
革
に
乗
り
出
し
、「
官
位
御
定
」
の
発

布
へ
と
進
め
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
元
文
期
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

寛
延
期
の
官
位
制
度
改
革
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
の
考
察
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　

山
口
和
夫
「
朝
廷
と
公
家
社
会
」（﹃
日
本
史
講
座
６　

近
世
社
会
論
﹄
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、
二
三
一
頁
。

（
２
）　

松
澤
克
行「
近
世
の
公
家
社
会
」（﹃
岩
波
講
座
日
本
歴
史
⓬　

近
世
３
﹄岩
波
書
店
、

（
32
）

（
33
）
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二
〇
一
四
年
）。
こ
の
ほ
か
、
橋
本
政
宣
﹃
近
世
公
家
社
会
の
研
究
﹄（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
）、
李
元
雨
﹃
幕
末
の
公
家
社
会
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
が

あ
る
。

（
３
）　

登
谷
伸
宏
﹃
近
世
の
公
家
社
会
と
京
都
―
集
住
の
か
た
ち
と
都
市
社
会
―
﹄（
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

（
４
）　

冷
泉
貴
美
子
「
幕
末
の
冷
泉
家
」（
冷
泉
為
任
監
修
﹃
冷
泉
家
の
歴
史
﹄（
朝
日
新

聞
社
、
一
九
八
一
年
）、
村
山
修
一
﹃
安
土
桃
山
時
代
の
公
家
と
京
都
﹄（
花
輪
書
房
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
、
公
家
の
一
家
の
歴
史
を
描
い
た
も
の
も
あ
る
。

（
５
）　

新
見
吉
治
「
五
摂
家
の
家
礼
と
家
臣
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
﹃
研
究
紀
要
﹄
昭
和

四
十
六
年
度
、
一
九
七
二
年
）。

（
６
）　

中
村
佳
史
「
摂
家
の
家
司
た
ち
」（﹃
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
８　

朝
廷
を
と
り

ま
く
人
び
と
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
７
）　

石
田
善
明
編
﹃
近
衛
家
家
司
瀧
家
関
係
文
書
―
摂
関
家
家
司
の
残
し
た
記
録
―
﹄

上
下
巻
（
非
売
品
、
二
〇
一
一
年
）。
緑
川
明
憲
﹃
豫
楽
院
鑑　

近
衛
家
凞
公
年
譜
﹄

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
も
あ
る
。

（
８
）　

松
田
敬
之
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
摂
家
一
条
家
家
臣
団
の
動
向
と
朝
臣
意
識
」

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
三
―
五
﹃
近
世
の
摂
家
・
武
家
伝

奏
日
記
の
蒐
集
・
統
合
化
と
史
料
学
的
研
究　

平
成
㉒
～
㉕
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）﹄
研
究
代
表
者
：
松
澤
克
行
、
二
〇
一
四
年
）。

（
９
）　

松
田
敬
之「
近
世
期
宮
方
・
摂
関
方
殿
上
人
に
関
す
る
考
察
―﹃
若
江
家
所
蔵
文
書
﹄

を
中
心
に
―
」（﹃
大
倉
山
論
集
﹄
四
九
、二
〇
〇
三
年
）。

（
⓾
）　

箱
石
大
「
近
世
堂
上
家
家
臣
の
編
成
形
態
に
つ
い
て
―
清
華
・
広
幡
家
の
家
臣
を

事
例
と
し
て
―
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
﹃
研
究
紀
要
﹄
二
七
、一
九
九
三
年
）。

（
⓫
）　

藤
實
久
美
子
「
近
世
後
期
西
園
寺
家
の
家
臣
―
諸
大
夫
を
中
心
に
―
」（﹃
学
習
院

大
学
史
料
館
紀
要
﹄
一
〇
、一
九
九
九
年
）。

（
⓬
）　

拙
稿
「
近
世
公
家
の
家
内
式
目
と
家
臣
統
制
―
清
華
家
・
今
出
川
家
を
中
心
に
―
」

（﹃
東
京
家
政
大
学
人
間
文
化
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
四
、二
〇
一
〇
年
、
の
ち
﹃
近
世

朝
廷
の
法
制
と
秩
序
﹄
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
に
再
録
）
及
び
「
近
世
公
家
の

家
内
騒
動
と
家
臣
統
制
」﹃
東
京
家
政
大
学
人
間
文
化
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
六
、

二
〇
一
二
年
、
の
ち
﹃
近
世
朝
廷
の
法
制
と
秩
序
﹄
に
再
録
）。

（
⓭
）　

尾
脇
秀
和
「
公
家
家
来
と
百
姓
の
壱
人
両
名
」（﹃
地
方
史
研
究
﹄
六
二
―
六
、

二
〇
一
三
年
）。

（
⓮
）　

西
村
慎
太
郎
「
近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
掌
に
つ
い
て
―
蔵
人
所
衆
地

下
官
人
袖
岡
文
景
﹃
家
記
﹄
を
事
例
に
―
」（﹃
史
料
館
研
究
紀
要
﹄
三
四
、二
〇
〇
三

年
、
の
ち
「
堂
上
公
家
雑
掌
の
地
下
官
人
」﹃
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
﹄
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
八
年
に
改
稿
）。

（
⓯
）　

尾
下
成
敏
「
天
正
・
文
禄
・
慶
長
期
に
お
け
る
公
家
家
臣
の
境
涯
―
西
洞
院
家
の

家
臣
板
屋
左
近
丞
の
事
例
―
」（﹃
細
川
涼
一
編
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
生
・
成
長
・

老
い
・
死
﹄
竹
林
舎
、
二
〇
一
六
年
）。

（
⓰
）　

松
田
敬
之「
冷
泉
家
の
家
司
達
―﹃
中
川
清
基
日
記
﹄の
紹
介
―
」（﹃
志
く
れ
て
い
﹄

七
二
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
⓱
）　

田
中
潤
「
門
跡
に
出
入
り
の
人
び
と
」（
前
掲
﹃
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
８　

朝

廷
を
と
り
ま
く
人
び
と
﹄）。

（
18
）　

前
掲
拙
稿
注
（
12
）。

（
19
）　

一
条
兼
香
の
日
記
「
兼
香
公
記
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
橋
本
政
宣
氏
が
指
摘
し

て
い
る
が（
前
掲
注（
２
））、本
記
が
宝
永
三（
一
七
〇
六
）年
か
ら
宝
暦
元（
一
七
五
一
）

年
ま
で
の
四
十
六
年
間
に
二
七
四
冊
と
い
う
膨
大
な
謄
写
本
が
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
に
所
蔵
さ
れ
（
二
〇
七
三
―
一
一
八
）。
別
記
は
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
か
ら
延

享
四
（
一
七
四
七
）
年
ま
で
十
九
冊
が
存
す
る
（
二
〇
七
三
―
一
二
一
）。
本
稿
は
基

本
的
に
、
右
の
謄
写
本
の
記
述
に
よ
っ
て
い
る
。
兼
香
に
関
し
て
は
、
山
口
和
夫
「
近

世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
と
天
皇
・
院
・
摂
家
」（﹃
王
権
を
考
え
る
―
前
近
代
日
本
の

天
皇
と
権
力
﹄
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
が
、
垂
加
神
道
へ
の
接
近
と
朝
廷
神

事
再
興
と
の
か
か
わ
り
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

（
⓴
）　
「
一
条
家
譜
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
四
一
七
五
―
一
六
三
）。
平
井
誠
二

「
江
戸
時
代
の
公
家
の
精
神
生
活
―
一
条
兼
輝
を
中
心
と
し
て
―
」（﹃
大
倉
山
論
集
﹄

二
十
五
、一
九
八
九
年
）
が
、
一
条
兼
輝
に
継
嗣
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
元

禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
に
鷹
司
房
輔
の
末
子
で
あ
る
後
の
兼
香
を
養
子
と
し
、
一

条
家
の
継
嗣
と
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

（
㉑
）　

朝
幕
研
究
会
編
﹃
人
文
叢
書
１　

近
世
朝
廷
人
名
要
覧
﹄（
学
習
院
大
学
人
文
科
学

研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
）
が
「
公
家
鑑
」
の
記
載
の
情
報
を
ま
と
め
て
い
る
。
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（
㉒
）　

前
掲
注
（
㉑
）。

（
㉓
）　

中
村
氏
前
掲
注
（
６
）
に
よ
れ
ば
、
幕
末
期
の
二
条
家
で
は
諸
大
夫
・
侍
・
御
用

人
の
う
ち
数
名
が
勝
手
掛
を
勤
め
て
い
る
。

（
㉔
）　
「
兼
香
公
記
」
享
保
六
年
十
二
月
四
日
条
に
よ
れ
ば
、「
或
人
曰
、
此
間
院
両
伝
奏

迄
自
関
東
老
中
三
人
有
書
札
、是
堂
上
之
中
、博
奕
冨
被
向
茶
屋
御
不
行
跡
面
〻
有
之
」

な
ど
の
記
述
が
み
ら
れ
、
同
七
年
六
月
六
日
に
「
遊
女
所
・
博
易
・
冨
之
類
令
制
禁
」

が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
㉕
）　

享
保
七
年
八
月
七
日
条
。
実
際
、「
享
保
日
次
記
」
享
保
七
年
八
月
六
日
条
（
京
都

大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
中
院
―
Ⅳ
）
に
は
「
冨
一
件
之
者
共
、
今
日
召
出
無
構
御

赦
免
申
渡
候
而
申
来
、
委
曲
在
別
紙
」
と
記
さ
れ
、
富
一
件
で
処
罰
を
許
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
㉖
）　

一
条
兼
輝
も
宗
順
を
招
い
て
近
思
録
を
講
じ
て
も
ら
っ
て
い
る
（
延
宝
九
年
）。
平

井
論
文
前
掲
注
（
⓴
）
参
照
。

（
㉗
）　
「
兼
輝
公
記
」
延
宝
七
年
二
月
二
日
条
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
二
〇
七
三

―
一
二
九
）。

（
㉘
）　

前
掲
注
（
㉑
）﹃
人
文
叢
書
１　

近
世
朝
廷
人
名
要
覧
﹄
に
よ
れ
ば
、
享
保
五
年
の

諸
大
夫
に
は
「
押
小
路
兵
部
丞
」
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
兼
香
公
記
」
に
は

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
㉙
）　

享
保
十
六
年
十
二
月
十
六
日
、
難
波
定
規
は
蟄
居
を
宥
免
さ
れ
、
隠
居
と
な
り
、

四
人
扶
持
（
母
栄
祢
へ
二
人
扶
持
）
が
遣
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
定
直
（
一
七
三
一

年
～
一
七
九
九
年
）
が
難
波
家
を
継
い
だ
（﹃
覆
刻　

日
本
古
典
全
集　

地
下
家
伝
四
﹄

現
代
思
想
社
、
一
九
七
八
年
、
一
二
二
三
頁
）。

（
㉚
）　

前
掲
拙
稿
注
（
⓬
）。

（
㉛
）　

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
は
、
公
家
の
家
臣
に
「
主
人
ニ
権
威
無
礼
成
輩
も
有

之
候
」
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
摂
政
近
衛
内
前
が
「
摂
家
・
宮
方
・
門
跡
方
其
外
惣

而
堂
上
江
無
礼
之
儀
無
之
様
」（
東
京
大
学
出
版
会
刊
﹃
公
武
御
用
雑
記　

兼
胤
記
﹄

宝
暦
三
年
五
月
十
四
日
条
）
に
と
厳
命
し
て
い
る
事
例
が
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
宝

暦
期
に
至
っ
て
も
、公
家
内
部
に
お
け
る
身
分
・
階
級
の
動
揺
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
、

さ
ら
な
る
摂
家
に
よ
る
強
い
指
導
力
が
必
要
と
さ
れ
る
事
態
が
あ
っ
た
。

（
㉜
）　

橋
本
政
宣
「
寛
延
三
年
の
﹃
官
位
御
定
﹄
を
め
ぐ
っ
て
」（﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
研
究
紀
要
﹄
二
号
、
一
九
九
一
年
、
の
ち
﹃
近
世
公
家
社
会
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
に
再
録
）、
同
「
桜
町
天
皇
の
官
位
制
度
改
革
と
朝
威
の
覚
醒
」（﹃
将
軍

吉
宗
と
宮
廷
「
雅
」﹄
二
〇
〇
〇
年
、
の
ち
﹃
近
世
公
家
社
会
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
に
再
録
。

（
㉝
）　

高
埜
利
彦
「
近
世
の
僧
衣
僧
官
」（﹃
論
集
き
ん
せ
い
﹄
四
号
、
一
九
八
〇
年
、
の

ち
﹃
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
﹄
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）、
同
「
後

期
幕
藩
制
と
天
皇
」（﹃
講
座
・
前
近
代
の
天
皇
２
﹄
青
木
書
店
、
一
九
九
三
年
、
の

ち
﹃
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
に
再
録
）。
高
埜
氏
は
、
拙

稿
の
報
告
（
後
述
、
朝
幕
研
究
会
例
会
報
告
）
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
、
寛
延
三
年

の
「
官
位
御
定
」
の
成
立
の
背
景
に
吉
宗
政
権
の
政
策
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
を
主
張
さ
れ
、
ご
助
言
を
賜
っ
た
。

付
記　

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
十
九
日
朝
幕
研
究
会
例
会
（
於　

学
習
院
大
学
）
で

報
告
し
た
も
の
（「
近
世
摂
家
の
家
臣
統
制
と
家
内
秩
序
」）
を
も
と
に
成
稿
し
た
。

高
埜
利
彦
氏
は
じ
め
朝
幕
研
究
会
の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し

て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
平
井
誠
二
氏
に
は
、「
一
条
家
諸
大
夫
家
伝
外
」（
今

江
廣
道
氏
旧
蔵
）
お
よ
び
「
地
下
官
人
家
伝
」
廿
一
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
歴
史

資
料
課
所
蔵
「
下
橋
家
資
料
」
の
う
ち
）
の
閲
覧
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
松
澤
克
行
・

松
田
敬
之
両
氏
に
も
多
く
の
ご
教
示
を
得
た
。
あ
わ
せ
て
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
。


